
 

  

 

 

 

 

新学期が始まり３週間が過ぎました。友達や先生などとの新しい

出会いがあり、不安や緊張があったと思いますが、少しずつ慣れて

きたところではないでしょうか。学校生活の充実に向け、御家庭でも

学校での学びや友達との関わりについて話題にしていただければ

ありがたいです。御家庭と情報を共有しながら、児童生徒の学びや

経験を支えていきたいと思いますので、御理解と御協力のほどよろ

しくお願いいたします。 

避難訓練① 

今年度初めての避難訓練を４月１３日（月）に行いました。

今回は 火災を想定した訓練で、児童生徒は放送をしっかり

聞きながら、落ち着いて行動することを目標に取り組みました。

初めての訓練ということもあり、教職員と一緒に 避難経路を

確認しながら安全に避難することを大切にしました。非常放送

が流れると、担任の指示をよく聞きながら、順番に避難場所へ

向かうことができました。今後も、いざというときに自分の身を

守る力を育てられるよう、年間を通して繰り返し訓練を行って

いく予定です。 

交通安全教室 

４月２１日（火）に中学部、２３日（木）に小学部、２７日（月）

に高等部で交通安全教室を実施しました。各学部の実態に

応じ、道路標識の提示や室内での安全確認練習、自転車や

警察車両を使った体験活動など、多様な学習を行いました。

警察官から交通ルールや危険予測の重要性について学んだ

後は、実際に校外へ出て、公道で学習内容を確かめる活動に

取り組みました。 

４月からは自転車の違反にも交通反則通告制度（青切符）

が導入されるなど、交通ルールの厳格化が進んでいます。御

家庭でも話題にし、外出時や連休中に交通安全を振り返る機

会をつくり、被害者にも加害者にもならないよう意識を高めて

いただければ幸いです。    

高等部交通安全教室 

警察車両を使用した死角の確認体験 
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楽しく、充実した連休を過ごすために 

ゴールデン・ウィーク及びその前後における事故防止について、

御家庭で特に注意していただきたい事項を次のとおりまとめまし

た。お子様が安全で充実した生活を送れるよう、御協力をお願い

いたします。 

交通事故の防止 

・自転車利用時の安全と責任： 全ての年齢層において乗車用ヘルメットの着用が努力義務で

あること、および県条例により自転車損害賠償責任保険等への加入が義務化されていること

を再度御確認ください。 

・歩行・走行時のルール： 道路への飛び出し防止、交差点での一時停止と徐行、信号が青で

あっても左右の安全を自ら確認することを徹底させてください。 

不審者による被害の防止 

  ・危険な場所の回避： 暗い場所や人通りの少ない場所を避け、一人にな

らない工夫を御家庭で御確認ください。 

・緊急時の行動： 万が一の際は「大声で助けを求める」「近くの家に駆け

込む」などの回避方法を確認し、事案が発生した場合は速やかに警察、

学校、家庭へ連絡してください。 

クマによる被害の防止 

・外出時の警戒： 休日にお子様が校外で過ごす際、クマに遭遇する危険性を理解し、自ら危険

を回避する行動がとれるよう注意を促してください。 

スマートフォン・インターネットの適切な利用 

・SNS・トラブル防止： SNS やゲームを介した誹謗中傷、不適切な投稿に

よる人権侵害の防止について御家庭でルールを決めてください。 

・生活リズムと金銭管理： 長時間利用による昼夜逆転生活や、オンライン

ゲームでの課金トラブルを防ぐため、適切な使用時間や利用方法を話し

合ってください。 

悩みや不安への対応 

・相談体制の確認：友人関係やいろいろなトラブルで悩みを抱えている場合は、一人で悩まずに

学校や関係機関へ相談するようお子様にお伝えください。 


